
知っていますか、脳卒中

手始めに　高血圧から　治しましょ
う

糖尿病　放っておいたら　悔い残る

不整脈（心房細動）　見つかり次第
すぐ受診

予防には　タバコを止める　意思を
持て

アルコール　控えれば薬　過ぎれば
毒

高すぎる　コレステロールも　見逃
すな

お食事の　塩分・脂肪　控えめに

体力に　合った運動　続けよう

万病の　引き金になる　太りすぎ

脳卒中　起きたらすぐに　病院へ

（日本脳卒中協会）

　
脳
卒
中
の
代
表
的
な
症

状
は
手
足
の
麻
痺
で
あ

ひ

ま

る
。
半
身
の
麻
痺
な
ど
の

症
状
が
出
た
ら
す
ぐ
に
受

診
し
て
ほ
し
い
。
言
葉
の

障
害
も
脳
卒
中
の
症
状
で

あ
る
可
能
性
が
あ
る
。

　
一
過
性
脳
出
血
と
い
う

も
の
が
あ
る
。
こ
れ
は
突

然
麻
痺
や
言
語
障
害
が
現

れ
て
、

時
間
以
内
に
回

復
す
る
病
気
を
い
う
が
、

脳
梗
塞
の
前
触
れ
だ
。

「
１
年
以
内
に
５

％

で
脳
梗
塞
を
起
こ
す
の

で
、
回
復
し
て
も
診
療
を

受
け
る
必
要
が
あ
る
」

服
部
院
長

。

　
以
前
、
故
小
渕
恵
三
首

相
が
記
者
会
見
中
に
言
葉

が
一
時
的
に
出
な
く
な

り
、
そ
の
後
脳
梗
塞
を
発

症
し
た
の
は
有
名
な
話

だ
。
服
部
院
長
は
「
様
子

を
見
て
か
ら
で
は
遅
い
。

空
振
り
で
も
い
い
か
ら
一

刻
も
早
く
病
院
に
行
っ
て

ほ
し
い
」
と
呼
び
か
け

る
。

　
脳
梗
塞
の
超
急
性
期

発
症
直
後

の
治
療
と

し
て
、
血
栓
溶
解
療
法
が

あ
る
。
だ
が
こ
れ
は
起
こ

っ
て
４
時
間
半
以
内
と
い

う
制
限
が
あ
る
。
ま
た
出

血
性
の
病
気
が
な
い
な
ど

の
条
件
を
満
た
し
た
場
合

に
、
必
ず
し
も
本
人
で
な

く
て
よ
い
が
同
意
書
が
取

ら
れ
た
上
で
治
療
が
始
ま

る
。

　
さ
ら
に
、
専
門
医
が
い

る
こ
と
や
常
時
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
断
層
撮
影
装
置

Ｃ
Ｔ

検
査
が
で
き
る

こ
と
な
ど
チ
ー
ム
と
し
て

の
治
療
体
制
が
必
要
。
そ

の
た
め
治
療
可
能
な
病
院

は
限
ら
れ
る
。
福
岡
市
内

で
は
、
九
州
医
療
セ
ン
タ

ー

中
央
区

、
済
生
会

福
岡
総
合
病
院

同

、

福
岡
赤
十
字
病
院

南

区

、
福
岡
大
学
病
院

城
南
区

が
あ
る
。

九州大学とリハビリ用ソフトを共同開発

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

人
間
ら
し
い
生
活
を
取
り
戻
す

何
で
起
こ
る
の
？
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脳卒中予防のヶ条

脳卒中って何？

（

リ
ハ
ビ
リ
を
楽
し
く

　
長
尾
病
院
と
九
州
大
学
は

共
同
で
、
リ
ハ
ビ
リ
用
ゲ
ー

ム
の
開
発
に
取
り
組
ん
で
き

た
。
単
調
な
た
め
飽
き
や
す

い
訓
練
を
楽
し
く
で
き
な
い

か
と
考
え
た
た
め
だ
。
テ
レ

ビ
ゲ
ー
ム
感
覚
で
訓
練
が
で

き
る
パ
ソ
コ
ン
用
ソ
フ
ト
と

し
て
２
０
１
３
年
３
月
に
メ

デ
ィ
カ
出
版

大
阪
市
淀
川

区

で
商
品
化
さ
れ
、
販
売

開
始
さ
れ
た
。

　
こ
の
ソ
フ
ト
「
リ
ハ
ビ
リ

ウ
ム
起
立
く
ん
」
は
、
支
え

を
持
ち
な
が
ら
椅
子
か
ら
起

立
し
、
着
席
す
る
と
い
う
動

作
を
繰
り
返
す
「
起
立
訓

練
」
が
楽
し
く
行
え
る
も

の
。
セ
ン
サ
ー
が
動
き
を
読

み
取
っ
て
、
起
立
す
る
と
画

面
に
花
が
咲
く
な
ど
、
と
リ

ハ
ビ
リ
が
行
え
る
。
ま
た
合

間
に
太
極
拳
も
楽
し
め
る
よ

う
工
夫
さ
れ
て
い
る
。

　
８
月

日
、
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
で
行
わ
れ
た
ゲ
ー
ム
の
カ

ン
フ
ァ
レ
ン
ス
で
開
発
の
過

程
、
ゲ
ー
ム
の
コ
ン
セ
プ
ト

な
ど
を
発
表
し
た
。
服
部
院

長
は
「
ゲ
ー
ム
を
披
露
し
て

大
好
評
。
将
来
、
シ
ン
ガ
ポ

ー
ル
版
が
で
き
る
か
も
し
れ

な
い
」
と
展
望
を
語
る
。

　
こ
の
ゲ
ー
ム
は
訓
練
内
容

や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
履
歴
は

個
人
ご
と
に
管
理
で
き
、
訓

練
に
付
き
添
う
人
の
負
担
軽

減
に
も
な
る
た
め
、
リ
ハ
ビ

リ
ス
タ
ッ
フ
が
少
な
い
病
院

や
、
ス
タ
ッ
フ
が
い
な
い
介

護
保
険
下
で
の
リ
ハ
ビ
リ
に

も
有
効
と
考
え
ら
れ
る
。

　
起
立
訓
練
は
リ
ハ
ビ
リ
だ

け
で
な
く
筋
力
維
持
に
よ
る

介
護
予
防
に
も
効
果
的
。
ソ

フ
ト
は
「
導
入
し
た
老
人
保

健
施
設
か
ら
は
好
評
と
の
メ

ー
ル
も
届
い
て
い
る
」

服

部
院
長

。

リ
ハ
ビ
リ
ウ
ム
起
立
く

ん
」
ト
ッ
プ
画
面

（

　
日
本
人
の
死
因
の
三
大
疾
患
で
あ
る
が
ん
、
心
臓
病
、
脳
卒
中
―
。
実
際
に
自
身

や
家
族
が
そ
の
病
気
に
な
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
も
な
い
限
り
、
そ
の
実
態
に
つ
い

て
は
知
る
機
会
が
少
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
中
で
も
前
ぶ
れ
な
く
不
意
に
や

っ
て
く
る
病
気
に
は
想
像
が
働
き
に
く
い
。
そ
こ
で
、
脳
卒
中
に
つ
い
て
脳
卒
中
学

会
専
門
医
と
日
本
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
医
学
会
の
専
門
医
と
い
う
肩
書
を
併
せ
持

つ
、
長
尾
病
院

福
岡
市
城
南
区

の
服
部
文
忠
院
長
に
話
を
聞
い
た
。

　
脳
卒
中
と
は
「
脳
の
血
管

の
障
害
に
よ
り
引
き
起
こ
さ

れ
る
神
経
・
精
神
症
状
の
総

称
」
で
、
脳
血
管
障
害
と
も

ほ
ぼ
同
義
語
だ
。

卒

は

突
然
と
い
う
意
味
で
、
脳
卒

中
と
い
う
言
葉
に
は
ま
さ
に

突
然
襲
っ
て
く
る
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
を
お
持
ち
の
方
も
多

い
の
で
は
。

　
詳
し
く
見
て
み
よ
う
。
脳

卒
中
に
は
種
類
が
あ
り
、
出

血
性
脳
卒
中
と
虚
血
性
脳
卒

中
に
分
け
ら
れ
る
。
ま
ず
出

血
性
脳
卒
中
に
は
、
脳
出
血

と
ク
モ
膜
下
出
血
が
あ
る
。

脳
出
血
は
脳
内
の
血
管
が
破

裂
し
て
血
液
の
塊
が
で
き
て

脳
の
組
織
を
破
壊
す
る
病
気

だ
。

　
ま
た
、
ク
モ
膜
下
出
血
は

動
脈
瘤
が
破
裂
し
て
、
脳

り
ゅ
う

と
頭
蓋
骨
の
間
に
出
血
す
る

病
気
。
プ
ロ
野
球
読
売
巨
人

軍
の
木
村
拓
也
コ
ー
チ
は
こ

の
病
気
で
急
逝
し
た
。

　
そ
し
て
虚
血
性
脳
卒
中
は

一
般
に
は
「
脳
梗
塞
」
と
言

わ
れ
る
。
こ
れ
は

脳
内
の

比
較
的
大
き
い
血
管
が
動
脈

硬
化
に
よ
っ
て
詰
ま
っ
て
起

こ
る
ア
テ
ロ
ー
ム
血
栓
性
脳

梗
塞

脳
の
深
部
の
比
較
的

細
い
血
管
が
詰
ま
る
ラ
ク
ナ

梗
塞

心
臓
の
病
気
に
よ
り

心
臓
内
に
で
き
た
血
栓
が
流

れ
出
て
、
首
の
血
管
を
通
っ

て
脳
内
の
血
管
を
詰
ま
ら
せ

て
起
こ
る
心
原
性
脳
塞
栓
―

せ
ん

そ
く

に
分
類
さ
れ
る
。
今
年
国
民

栄
誉
賞
を
受
け
た
長
嶋
茂
雄

氏
が
か
か
っ
た
の
は
こ
の
う

ち

の
タ
イ
プ
だ
。
最
近

は
、
高
齢
者
の
不
整
脈
に
よ

っ
て
起
こ
る
心
原
性
脳
塞
栓

が
増
え
て
い
る
。

　
脳
卒
中
は
後
遺
症
に
な

る
場
合
が
多
い
。
手
足
の

麻
痺
な
ど
の
運
動
障
害
、

感
覚
障
害
、
失
語
症
な
ど

の
言
語
障
害
が
主
な
も
の

だ
。
そ
の
改
善
の
た
め
の

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
は

必
須
。
し
か
も
「
障
害
が

複
雑
で
多
彩
な
の
で
、
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
が
大
変
」

服
部
院
長

だ
と
い
う
。

　
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に

つ
い
て
服
部
院
長
は
「
人
間

ら
し
い
生
活
を
取
り
戻
す
こ

と
が
基
本
」
と
言
う
。
内
容

は
症
状
や
希
望
す
る
回
復
レ

ベ
ル
で
一
人
ひ
と
り
異
な

る
。
そ
し
て
リ
ハ
ビ
リ
ス
タ

ッ
フ
の
職
種
に
よ
り
理
学
療

法
、
作
業
療
法
、
言
語
療
法

と
３
つ
に
分
類
さ
れ
る
。
こ

れ
ら
は
互
い
に
カ
バ
ー
し
合

っ
て
行
わ
れ
る
こ
と
も
あ

る
。

　
理
学
療
法
士
が
担
当
す
る

理
学
療
法
は
寝
返
り
、
起
き

上
が
り
、
立
ち
上
が
り
、
歩

行
な
ど
の
訓
練
を
行
う
。
歩

行
に
関
し
て
は
、
「
つ
え
や

装
具
を
必
要
と
す
る
こ
と
も

あ
る
が
、
６
割
以
上
の
人
は

歩
け
る
よ
う
に
な
る
」

服

部
院
長

。

　
作
業
療
法
士
が
担
当
の
作

業
療
法
は
食
事
、
ト
イ
レ
動

作
な
ど
日
常
生
活
訓
練
を
行

う
。
手
は
足
と
違
っ
て
複
雑

な
動
き
が
求
め
ら
れ
る
の

で
、
手
の
障
害
の
回
復
は
難

し
い
そ
う
だ
。
利
き
手
が
使

え
な
く
な
っ
た
場
合
、
利
き

手
を
替
え
る
訓
練
、
片
手
動

作
訓
練
を
行
う
。

　
と
は
い
え
現
在
で
は
、
体

の
一
部
に
後
遺
症
が
あ
っ
て

も
車
の
運
転
を
再
開
で
き
る

可
能
性
も
。
ハ
ン
ド
ル
に
ブ

レ
ー
キ
を
付
け
る
な
ど
運
転

し
や
す
く
す
る
改
造
が
必
要

に
な
る
が
、
公
的
な
補
助
金

が
出
る
場
合
も
あ
る
。

　
言
語
聴
覚
士
が
行
う
言
語

療
法
は
、
話
す
、
読
む
、
書

く
な
ど
の
障
害
が
対
象
。
食

べ
物
や
水
が
飲
み
こ
め
な
く

な
る
嚥
下
障
害
の
リ
ハ
ビ
リ

げ

え
ん

も
こ
れ
に
含
ま
れ
る
。

　
高
齢
者
の
場
合
は
、
歩
行

が
可
能
に
な
っ
て
日
常
生
活

動
作
が
出
来
る
よ
う
に
な
れ

ば
退
院
と
な
る
が
、
仕
事
を

持
っ
た
人
は
簡
単
に
職
場
復

帰
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な

い
。
仕
事
内
容
を
こ
な
せ
る

よ
う
、
例
え
ば
片
手
で
の
キ

ー
ボ
ー
ド
入
力
な
ど
、
訓
練

を
特
化
さ
せ
る
必
要
が
あ

る
。
職
場
転
換
、
通
勤
手
段

の
確
保
な
ど
の
調
整
も
行
う

が
、
こ
れ
も
リ
ハ
ビ
リ
の
一

環
。
た
だ
、
職
場
の
理
解
と

協
力
を
得
て
職
場
転
換
し
た

り
、
仕
事
内
容
を
簡
単
な
も

の
に
変
え
た
り
す
る
こ
と
で

復
帰
を
果
た
す
ケ
ー
ス
は
あ

る
が
、
現
実
的
に
は
ま
れ

だ
。

　
こ
う
し
て
み
る
と
、
脳
卒

中
に
大
切
な
の
は
予
防
と
い

え
そ
う
だ
。
若
い
時
か
ら
の

生
活
習
慣
が
重
要
で

代
、

代
で
も
そ
の
改
善
に
よ
っ

て
リ
ス
ク
軽
減
を
図
る
こ
と

は
可
能
。
「
禁
煙
は
大
事
」

と
服
部
院
長
は
強
調
す
る
。

「もしかして」と思ったら●
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脳
卒
中
は
脳
動
脈
瘤
の
破

裂
に
よ
っ
て
起
こ
る
ク
モ
膜

下
出
血
を
除
い
て
、
動
脈
硬

化
が
原
因
。
動
脈
硬
化
を
防

ぐ
に
は
高
血
圧
、
糖
尿
病
、

高
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
血
症
の

治
療
が
大
切
と
な
る
。
中
で

も
重
要
な
の
は
高
血
圧
の
治

療
。
現
在
で
は
「
治
療
が
普

及
し
て
、
高
血
圧
と
の
関
係

が
深
い
脳
出
血
は
減
る
傾
向

に
あ
る
」

服
部
院
長

と

い
う
。

　
働
き
盛
り
の
脳
卒
中
は
減

っ
て
い
る
が
、
高
血
圧
を
放

置
し
て
い
る
忙
し
い
サ
ラ
リ

ー
マ
ン
な
ど
に
脳
卒
中
が
起

こ
る
こ
と
も
あ
る
。
今
症
状

が
な
い
か
ら
と
対
応
を
怠
っ

て
は
危
険
。
と
い
う
の
も
血

圧
は
高
く
て
も
そ
れ
自
体
で

は
症
状
は
な
い
か
ら
だ
。
高

血
圧
は
サ
イ
レ
ン
ト
キ
ラ
ー

と
呼
ば
れ
る
。
今
こ
の
瞬
間

も
血
管
の
弱
い
部
分
を
じ
わ

じ
わ
と
む
し
ば
ん
で
い
る
か

も
知
れ
な
い
。

　
脳
卒
中
発
症
の
平
均
年
齢

は

代
後
半
と
い
う
が
、
若

年
層
で
の
発
症
は
ど
う
な
の

か
。
服
部
院
長
に
よ
る
と

「

歳
以
下
で
発
症
す
る
こ

と
は
特
別
な
場
合
を
除
い
て

な
い
」
の
だ
と
か
。
若
年
者

に
起
こ
る
と
す
れ
ば
、
血
液

が
固
ま
り
や
す
い
病
気
の
場

合
と
、
遺
伝
的
に
起
こ
る
脳

卒
中
の
場
合
。
親
族
に
そ
の

よ
う
な
例
が
み
ら
れ
る
場
合

は
注
意
が
必
要
だ
。

ゲ
ー
ム
に
よ
る
起
立
訓
練
の
様
子

手
の
機
能
回
復
訓
練
の
様
子

「
脳
卒
中
は
国
民
病
」
と
話
す
服
部
院
長
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歩行訓練の様子


